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模擬放射性廃液中のガラス固化妨害元素（白金族元素、モリブデン）の斬新な分離除去剤としてパン酵母を

用いて、妨害元素除去率に及ぼす放射線照射、硝酸酸性、共存イオンの影響について明らかにした。 
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1. 緒言 

放射性廃液に含まれるガラス固化妨害元素（白金族元素、モリブデン）を対象にしたバイオ湿式分離技術

の創出を目標に、模擬廃液中のガラス固化妨害金属イオン（Pd(II)、Ru(III)、Rh(III)、Mo(VI)）を除去するた

めの新しい分離剤としてパン酵母に着目し、その分離除去機能に及ぼす放射線照射および硝酸酸性の影響に

ついて検討するとともに、妨害金属イオン除去率に及ぼす共存イオンの影響について調べた。 

2. 実験試料および実験方法 

 パン酵母としては、入手容易かつ安価な普及品（乾燥酵母）を用いた。模擬廃液は、5.0 mmol/L の Pd(NO3)2、

Ru(NO3)3、Rh(NO3)3、(NH4)6Mo7O2･4H2O をそれぞれ含む 2.0 mol/L 硝酸水溶液である。一部実験の模擬廃液

は、共存イオンとして希土類元素 Nd、長寿命核分裂生成物 Zr を含む Pd/Mo/Ru/Rh/Nd/Zr 系硝酸溶液である。

バイオ分離除去実験は、所定量の模擬廃液に乾燥酵母を添加し、温度 34ºC でバッチ法によって行った。 

3. 実験結果および考察 

γ線(3.0 kGy)を照射したパン酵母によ

る Pd/Mo/Ru/Rh 系模擬廃液からの妨害金

属イオン除去率の経時変化は、γ線非放射

下のパン酵母の場合と同様の挙動を示し

た（図 1）。すなわち、γ線照射（≤ 3.0 kGy）

の影響を受けずに酵母細胞による妨害金

属イオン吸着分離は迅速に起こり、バイオ

分離除去の優先順位は Pd (II) > Mo(VI) > 

Ru(III) > Rh(III)となり、60 min の回分操

作において Pd(II)イオン除去率は 70 %、

Mo(VI)イオン除去率は 22 %であった。な

お、Ru(III)イオン除去率は 3 %以下、Rh(III)イオン除去率（データ記載省略）は 0 %と低レベルになった。 

 また、パン酵母によるガラス固化妨害金属イオン除去率に及ぼす硝酸酸性および共存イオンの影響に関す

る研究結果は、紙面の都合から予稿では記載を割愛し、当日に口頭発表する。 
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図 1 Pd/Mo/Ru/Rh 系硝酸溶液からのガラス固化妨害金属

イオン除去率に及ぼすパン酵母への γ線照射線量の影響（細

胞濃度 16 g/L = 5.0×1014 cells/m3） 
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